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【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

い

ま

、

世

界

で

は

地

球

温

暖

化

防

止

と

海

洋

汚

染

防

止

の

た

め

、

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

削

減

が

叫

ば

れ

て

い

ま

す

。

 

 
政

府

も

今

年

２

月

、

閣

議

決

定

で

中

央

官

庁

・

裁

判

所

な

ど

の

国

の

機

関

で

、

使

い

捨

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

原

則

使

用

禁

止

を

決

め

、

新

た

な

契

約

か

ら

実

施

し

て

い

ま

す

。

 

 

本

県

に

お

い

て

も

、

県

庁

や

地

域

振

興

局

、

県

立

病

院

な

ど

地

域

機

関

も

ふ

く

め

て

、

県

が

率

先

し

て

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

削

減

対

策

に

と

り

く

む

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ご

み

に

よ

る

海

洋

汚

染

が

世

界

的

な

課

題

と

な

っ

て

い

る

状

況

や

国

の

動

向

な

ど

も

ふ

ま

え

、

使

い

捨

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

削

減

の

視

点

も

加

え

た

調

達

方

針

の

い

っ

そ

う

の

徹

底

を

は

か

り

、

県

が

実

施

す

る

会

議

や

イ

ベ

ン

ト

な

ど

に

お

け

る

使

い

捨

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

使

用

削

減

の

取

り

組

み

を

強

化

し

て

ま

い

り

た

い

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

県

と

し

て

市

町

村

と

連

携

し

、

継

続

し

た

支

援

を

行

う

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

支

援

は

自

主

返

納

へ

の

呼

び

水

で

あ

り

、

継

続

的

な

支

援

は

免

許

を

持

た

な

い

方

と

の

公

平

性

も

考

慮

す

る

必

要

が

あ

る

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

 

 

自

主

返

納

者

を

含

め

、

運

転

免

許

や

マ

イ

カ

ー

等

を

持

た

な

い

方

々

の

移

動

手

段

を

各

地

域

の

実

情

に

応

じ

て

確

保

す

る

な

ど

、

高

齢

者

の

日

常

生

活

を

支

え

る

環

境

の

整

備

に

取

り

組

ん

で

ま

い

り

ま

す

。

 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

「

県

行

財

政

改

革

行

動

計

画

」

に

は

、

県

立

病

院

や

県

央

基

幹

病

院

を

「

検

討

」

す

る

と

記

述

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

公

立

・

公

的

病

院

の

役

割

に

つ

い

て

、

ど

の

よ

う

に

認

識

し

て

お

ら

れ

る

の

で

し

ょ

う

か

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

公

立

・

公

的

病

院

は

、

へ

き

地

等

に

お

け

る

医

療

、

救

急

・

精

神

な

ど

の

不

採

算

・

特

殊

部

門

に

か

か

わ

る

医

療

、

民

間

で

は

限

界

の

あ

る

高

度

医

療

な

ど

を

担

う

こ

と

が

本

来

の

役

割

と

考

え

て

い

ま

す

。

本

県

に

お

い

て

は

歴

史

的

経

緯

な

ど

か

ら

一

般

の

地

域

医

療

の

多

く

も

担

っ

て

い

ま

す

。

 

財

政

危

機

が

理

由

の 

 

計

画

縮

小

で

は

な

い

か 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

県

央

基

幹

病

院

見

直

し

の

理

由

に

「

医

療

情

勢

の

変

化

」

が

あ

げ

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

ど

の

よ

う

な

変

化

が

生

じ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

人

口

の

減

少

や

平

均

在

院

数

の

短

縮

、

新

専

門

医

制

度

や

医

師

の

働

き

方

改

革

、

地

域

医

療

構

想

実

現

に

向

け

た

機

能

分

化

と

連

携

な

ど

で

「

地

域

医

療

構

想

調

整

会

議

」

に

お

い

て

、

議

論

し

て

い

た

だ

く

予

定

で

す

。

 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

わ

ず

か

２

年

前

の

地

域

医

療

構

想

を

見

直

す

必

要

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

。

財

政

難

を

理

由

と

し

て

縮

小

の

方

向

で

誘

導

さ

れ

る

よ

う

に

受

け

止

め

ら

れ

ま

す

が

。

 

【

花

角

知

事

】

 

 

県

と

し

て

は

、

医

療

の

専

門

家

か

ら

検

証

し

て

い

た

だ

く

中

で

、

予

断

を

持

た

ず

に

推

移

を

見

守

り

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

 

説

明

責

任

を

果

た

せ 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

縮

小

の

方

向

で

見

直

す

と

い

う

こ

と

は

否

定

さ

れ

ま

せ

ん

。

 

 

財

政

難

を

理

由

に

県

民

の

命

を

削

る

見

直

し

に

は

納

得

で

き

ま

せ

ん

。

地

域

住

民

に

し

っ

か

り

と

説

明

責

任

を

果

た

す

よ

う

強

く

求

め

ま

す

。

 

遠藤れい子県議が９月定例会（9/24～10/11）の連合委員会（10/7）でおこなった知事質疑について報告いたします。 

温

暖

化

防

止

・

海

洋

汚

染

対

策

へ

 

県

が

率

先

し

て

廃

プ

ラ

削

減

を 

【

遠

藤

れ

い

子

県

議

】

 

 

高

齢

者

に

よ

る

事

故

が

多

発

す

る

中

で

、

お

年

寄

り

の

免

許

自

主

返

納

が

今

日

的

課

題

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 

新

潟

県

は

、

自

家

用

車

が

唯

一

の

移

動

手

段

と

な

っ

て

い

る

地

域

が

多

い

こ

と

か

ら

、

な

か

な

か

自

主

返

納

が

す

す

ま

な

い

現

状

が

あ

り

ま

す

。

 

す

で

に

県

内

の

１

７

市

町

村

が

、

高

齢

者

が

免

許

を

自

主

返

納

す

れ

ば

「

バ

ス

券

や

タ

ク

シ

ー

券

を

支

給

す

る

」

な

ど

の

支

援

事

業

を

行

っ

て

い

ま

す

が

、

一

度

限

り

の

支

援

に

と

ど

ま

っ

て

い

ま

す

。

 

高

齢

ド

ラ

イ

バ

ー

の

事

故

防

止

へ

 

免

許

自

主

返

納

へ

の

支

援

を

 

「

財

政

危

機

」

を

理

由

に

し

て

 

医

療

を

縮

小

さ

せ

て

は

な

ら

な

い 

「食い下がる遠藤玲子委員」と報じ

る「三條新聞」（１０月８日付） 

県央基幹病院の完成予想図（県のホームページより） 



公立・公的病院の再編・統合求める厚労省に抗議 

地域医療の充実へ、要請書を提出 

 9月26日、厚労省は突然「再編・統合について特に

議論が必要」な公立・公的病院名を公表。問答無用

のやり方に、全国各地から避難と抗議の声が上がっ

ています。遠藤県議は10月

11日、知事あてに「国に反

対を」「遅れている新潟県

の医療体制の拡充こそ急ぐ

べき」などの申入れを行な

いました。 

台風19号…いち早く現地調査、長岡市に要望 

 ——藤野やすふみ衆院議員も現地入り、聞き取り調査、募金活動も—— 

10/13、早朝の信濃川・与板橋付近 

信濃川・大河津分水可動堰付近 
水没したアンダーパス 

10/20、藤野保史衆院議員と今井町の被災状況を視察 

水位の下がった浄土川 

10/25、磯田長岡市長に台風19号被害対策を要請 

10/18、アオーレ前で救援募金活動 

 列島を直撃した台風19号により、各地で甚大な被害が発生し

ました。信濃川の水位が上昇し、浄土川が氾濫。フェニックス

大橋東側、信濃川右岸の今井町・宮内町などで床上・床下浸

水、自家用車が水没するなどの被害が広がりました。 

 遠藤れい子県議は、ただちに現地調査に入り、藤野衆院議員

や長岡市議とも連携して、救援活動にあたりました。 

公務労働を臨時・非正規（会計年度任用職員）に置き換えるな ９

月

議

会

に

提

出

さ

れ

た 

条

例

改

定

案

に

反

対

 

 

来

年

度

か

ら

新

た

に

「

会

計

年

度

任

用

職

員

制

度

」

を

創

設

す

る

条

例

改

定

案

に

反

対

す

る

理

由

の

第

一

第

一

第

一

第

一

は

、

ほ

ん

ら

い

正

規

職

員

が

担

う

べ

き

基

幹

的

・

恒

常

的

業

務

ま

で

、

臨

時

・

非

常

勤

職

員

へ

の

置

き

換

え

が

す

す

む

の

で

は

な

い

か

と

い

う

懸

念

が

ぬ

ぐ

え

な

い

こ

と

で

す

。

 

 

第

二

第

二

第

二

第

二

に

、

臨

時

・

非

常

勤

の

職

員

を

正

規

化

す

る

道

は

な

く

「

管

制

ワ

ー

キ

ン

グ

プ

ア

」

を

増

大

さ

せ

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う

点

で

す

。

 

 

第

三

第

三

第

三

第

三

に

、

フ

ル

タ

イ

ム

と

パ

ー

ト

タ

イ

ム

職

員

の

間

に

待

遇

格

差

が

つ

く

ら

れ

「

同

一

労

働

、

同

一

賃

金

」

の

原

則

に

反

す

る

こ

と

で

す

。

 

 

第

四

第

四

第

四

第

四

は

、

こ

の

条

例

の

運

用

に

つ

い

て

、

職

員

団

体

と

の

協

議

は

ま

だ

途

上

に

あ

る

と

い

う

問

題

で

す

。

病

院

局

の

臨

時

職

員

の

処

遇

な

ど

を

め

ぐ

り

、

様

々

な

問

題

で

協

議

が

行

わ

れ

て

い

る

最

中

で

合

意

に

至

っ

て

お

り

ま

せ

ん

。

少

な

く

と

も

職

員

団

体

と

の

十

分

な

協

議

と

合

意

を

前

提

と

す

べ

き

で

す

。

 

 

災

害

対

応

な

ど

重

要

な

公

務

労

働

は

、

原

則

と

し

て

任

期

の

定

め

の

な

い

正

規

職

員

を

中

心

と

す

べ

き

で

あ

り

、

臨

時

職

員

の

権

利

を

守

る

点

か

ら

も

問

題

が

あ

り

賛

成

で

き

ま

せ

ん

。

 

（

賛

成

多

数

で

可

決

し

ま

し

た

）

 

原

子

力

災

害

を

想

定

し

た 

実

動

訓

練

を

視

察

（

11

月

９

日

）

 

 
県

は

１

１

月

８

・

９

日

、

原

子

力

災

害

を

想

定

し

た

実

動

訓

練

を

５

年

ぶ

り

に

実

施

し

ま

し

た

。

 

 

原

発

か

ら

５

㎞

圏

内

（

Ｐ

Ａ

Ｚ)

の

住

民

５

０

０

人

が

避

難

訓

練

に

参

加

し

、

村

上

市

や

妙

高

市

な

ど

の

避

難

先

自

治

体

も

参

加

す

る

大

掛

か

り

な

も

の

で

す

。

 

 

遠

藤

れ

い

子

県

議

は

９

日

、

放

射

性

物

質

の

汚

染

を

広

げ

な

い

た

め

の

ス

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

ポ

イ

ン

ト

に

指

定

さ

れ

た

燕

市

の

さ

く

ら

公

園

を

視

察

し

ま

し

た

。

花

角

知

事

も

視

察

に

訪

れ

、

バ

ス

で

避

難

し

て

き

た

住

民

や

車

両

の

検

査

、

簡

易

除

染

作

業

な

ど

が

行

わ

れ

、

マ

ス

コ

ミ

に

も

公

開

さ

れ

ま

し

た

。

 

県民運動団体とともに「秋の要請行動」 

 遠藤れい子県議は11月7日、「県民大運動実行委員

会」のみなさんとともに、社会保障や労働、商工、農

業、教育、平和、鉄道などの各分野の課題で、県への

要請行動をおこないました。 


